


② 隅木、谷木は 208材ダブルとし、たるきは 206材で統一する。 

③ たるきの最大スパンは 3500 ㎜とし 500㎜間隔にて野地を受ける。 

 
 

 

 

 

 

 
 

２．２ 施工フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  供給体制について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章  維持管理について 

４．１ 維持管理補修サービス 

住宅保証機構㈱の住宅性能保証制度を活用して、10年にわたって瑕疵保証を行う。また、引き

渡し後、有償、無償を含めた保守点検（6ヶ月、1年、2年、5年、10年）の定期検査の実施、及び、有償

メンテナンス（10・20・25年目）を行う、それ以降についても5年毎に有償にて訪問検査・ 点検・補修

を行うことを条件とし、35年間のアフターサービス、メンテナンスの保証を行う。 

４．２ 保全計画書 

保守点検マニュアルに基づき『構造耐力上主要な部分・雨水の浸入を防止する部分・給水設備及び、

排水設備等』に対して点検部位・項目、点検時期等を定め、点検周期及び、修繕周期による保守点検を

行い、３５年間にわたる、⻑期的な維持管理サポート体制とする。 

４．３ その他 

住まいづくりのご契約から完成まで保証する「住宅完成引渡保証制度」を行う。 

図２-１ 構造概要図


